
様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１０日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 世木の伝統芸能を守る会 

設定課題 高齢化地域の活性化 

事業名 「丹波猿楽 梅若家」プロジェクト 

事業の概要 

 地域の過疎化が進む中、住民に「丹波猿楽梅若家」の発祥の地であ

ることを再認識してもらうため、梅若屋敷跡の整備（立木・雑木の伐

採等）や案内看板の設置、梅若長左衛門氏を招いての「お能教室」や

「お能体験」を実施した。 

事業費総額 239,079 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか □できた ☑概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

お能教室には地域内外から多くの参加者があっ

た。梅若屋敷跡の整備・看板の設置は、歴史遺産

の保全と、地域の人々に故郷の歴史を身近なもの

とする効果があった。 

事業を進めるうえでの課題 □無  ☑有（継続的な予算の確保） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１０日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 村おこし創生塾 

設定課題 高齢化地域の活性化 

事業名 春日の杜ふれあい公園管理整備事業 

事業の概要 

 地域の公園である「春日の杜ふれあい公園」の管理・整備作業を、

地元有志で行い、専門家から草木の知識や管理方法を学び、景観づく

りを通して、地域の将来を考えるきっかけづくりとした。 

事業費総額 215,032 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

高齢者の負担軽減と、地域のつながりがより深ま

り、連帯の絆を確かめ合うきっかけとなった。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 
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令和２年２月１０日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 ＮＰＯ法人 京都桑田村 

設定課題 高齢化地域の活性化 

事業名 京都桑田村五十年プロジェクト 

事業の概要 

 地域と大谷大学幼児教育保育科の学生、たかつかさ保育園の園児と

の交流を行う中で、コマまわし、めんこ、おはじき等の昔遊びの伝授

や、学生と協力して、大学の副読本となる「昔遊びの教本づくり」を

行った。 

事業費総額 258,860 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

昔遊びを通して、学生や園児からの評価が、会員

の元気作りの源となった。副学長との協議で、今

後も継続して事業実施することの確認ができた。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（京都府民族無形文化財「棚の千両

祭り」の継承） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

 


